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「
学
生
中
心
主
義
」
で

先
導
的
な
大
学
改
革
を
展
開

成
城
学
園
の
歴
史
は
、
１
９
１
７
年
に
「
科

学
的
研
究
を
基
と
し
た
実
験
学
校
」
と
し

て
開
設
さ
れ
た
私
立
成
城
小
学
校
に
遡
り

ま
す
。
２
０
０
５
年
に
は
日
本
で
初
め
て
学
部
名
称
に

「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」
を
冠
し
た
社
会
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
学
部
を
開
設
。
２
０
１
５
年
に
は
人
文
社
会
系
大
学

と
し
て
は
い
ち
早
く
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
科
目
群
を
全

学
的
に
開
講
す
る
な
ど
、
先
進
的
な
教
学
改
革
を
推
進

し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
根
底
に
あ
る
の
が
、
学
園
創
設

者
・
澤
柳
政
太
郎
の
「
個
性
尊
重
」
の
思
想
で
あ
る
と

杉
本
義
行
学
長
は
話
し
ま
す
。

　
「
こ
の
個
性
尊
重
に
は
二
つ
の
意
味
が
あ
り
ま
す
。

一
つ
は
個
々
の
学
習
者
の
学
び
方
の
尊
重
、
少
人
数
教

育
に
よ
る
『
個
別
最
適
化
』
の
教
育
で
あ
り
、
も
う
一

つ
が
『
他
者
の
個
性
の
尊
重
』
で
す
。
こ
れ
こ
そ
は
多

様
性
、
包
摂
性
の
教
育
で
あ
り
、
現
代
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の

考
え
方
に
通
じ
る
も
の
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
幼
稚
園

か
ら
大
学
院
ま
で
、
異
年
齢
の
児
童
、
生
徒
、
学
生
が

ワ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
で
学
ぶ
環
境
も
、
学
生
に
す
ぐ
れ
た

影
響
を
与
え
て
い
る
と
思
い
ま
す
」

　

こ
の
理
念
は
、
学
生
を
起
点
に
大
学
づ
く
り
を
進
め

る
『
学
生
中
心
主
義
』
に
も
繋
が
っ
て
い
ま
す
。

　
「
成
城
大
学
で
は
学
生
の
声
を
聞
き
、
よ
り
良
い
学

び
の
環
境
を
実
現
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
２
０
２
１

年
度
か
ら
『
学
長
賞
懸
賞
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
』
を
開

催
し
て
い
ま
す
。
２
０
２
４
年
度
の
最
優
秀
賞
に
は
、

学
生
ホ
ー
ル
を
低
予
算
で
装
飾
し
、
学
生
同
士
が
さ
ま

ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
・
開
催
で
き
る
交
流
空
間
の

創
出
を
提
案
し
た
チ
ー
ム
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

２
０
２
５
年
度
は
、
自
然
災
害
と
と
も
に
生
き
抜
く
力

を
養
い
、
災
害
時
に
主
体
的
な
行
動
へ
と
つ
な
げ
る
体

験
型
災
害
対
策
講
義
を
提
案
し
た
チ
ー
ム
が
最
優
秀
賞

を
受
賞
し
て
い
ま
す
。
提
案
だ
け
で
終
わ
る
の
で
は
な

く
、
学
内
外
の
人
々
と
協
力
を
し
な
が
ら
目
標
を
実
現

す
る
学
生
た
ち
の
行
動
力
に
毎
年
感
銘
を
受
け
て
い
ま

す
。
成
城
大
学
の
自
慢
は
学
生
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
学

生
フ
ァ
ー
ス
ト
の
大
学
改
革
を
進
め
て
い
き
ま
す
」
と

杉
本
学
長
。
ま
た
、
高
大
連
携
に
も
積
極
的
に
取
り
組

み
、
現
在
14
校
の
高
等
学
校
と
協
定
を
締
結
。
相
互
の

教
育
の
質
向
上
・
活
性
化
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
科
目
で

「
理
数
系
教
育
」
を
強
化

全
学
生
を
対
象
に
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
関
連

科
目
を
開
講
し
て
い
る
の
も
成
城
大
学
の

特
徴
で
す
。
所
定
の
科
目
を
修
了
し
た
学

生
に
デ
ィ
プ
ロ
マ
を
発
行
す
る
「
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス

基
礎
力
育
成
・
認
定
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
は
文
部
科
学
省
の

『
数
理
・
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
・
Ａ
Ｉ
教
育
プ
ロ
グ
ラ

ム
（
リ
テ
ラ
シ
ー
レ
ベ
ル
）』
お
よ
び
『
同
プ
ロ
グ
ラ

ム
（
応
用
基
礎
レ
ベ
ル
）』
に
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
社
会
課
題
に
取
り
組
む
に
は
批
判
的
思
考
、
す
な

わ
ち
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
シ
ン
キ
ン
グ
が
必
要
で
す
が
、
そ

こ
で
大
切
な
の
が
、
エ
ビ
デ
ン
ス
（
根
拠
）
を
提
示
し

た
り
吟
味
す
る
力
で
す
。
ま
た
、
社
会
課
題
の
解
決
に

は
多
様
な
考
え
方
が
必
要
で
す
。
本
学
で
は
デ
ー
タ
サ

イ
エ
ン
ス
領
域
を
し
っ
か
り
と
学
ぶ
と
と
も
に
、
分
野

横
断
的
な
科
目
や
、
課
題
解
決
型
科
目
の
充
実
を
さ
ら

に
図
っ
て
い
き
ま
す
。
そ
の
一
例
と
い
え
る
の
が
、
文

芸
学
部
国
文
学
科
の
小
林
ゼ
ミ
と
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス

教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
が
共
同
し
て
実
施
し
た
課
題
解
決

型
授
業
で
す
。
キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
樹
木
の
う
ち
、
萬
葉

集
に
収
録
さ
れ
て
い
る
和
歌
に
登
場
す
る
樹
木
を
選
ん

で
和
歌
と
歌
人
名
を
記
し
た
萬
葉
歌
プ
レ
ー
ト
（
銘

板
）
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
小
林
ゼ
ミ
の
学
生
た
ち

は
こ
の
萬
葉
歌
プ
レ
ー
ト
に
あ
る
和
歌
の
解
説
文
の
執

筆
と
、
キ
ャ
ン
パ
ス
を
模
し
た
メ
タ
バ
ー
ス
空
間
の
制

作
に
挑
戦
し
、
メ
タ
バ
ー
ス
空
間
内
を
ア
バ
タ
ー
が
移

動
し
な
が
ら
和
歌
を
楽
し
め
る
コ
ン
テ
ン
ツ
を
制
作
し

ま
し
た
。
国
文
学
の
知
識
と
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
の
ス

キ
ル
を
融
合
さ
せ
て
体
験
的
に
学
ぶ
経
験
と
な
っ
た
よ

う
で
す
」（
杉
本
学
長
）

「
国
際
教
育
」
の
核
〝
Ｓ
Ｉ
Ｅ
Ｐ
〞

成
城
国
際
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
で
必
要
な
幅
広
い
国
際
教

養
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
の
習
得
を

目
指
す
の
が
、
成
城
国
際
教
育
プ
ロ
グ
ラ

ム
「
Ｓ
Ｉ
Ｅ
Ｐ
（2）

」
で
す
。
各
自
の
英
語
レ
ベ
ル
と
留

学
時
期
に
合
わ
せ
た
履
修
モ
デ
ル
を
基
盤
に
、
専
属
教

員
に
よ
る
予
約
制
の
個
別
指
導
や
、
留
学
生
と
共
に
学

ぶ
英
語
開
講
科
目
な
ど
を
受
講
。
夏
季
や
春
季
の
休
業

期
間
を
利
用
し
て
の
「
海
外
短
期
語
学
研
修
」
な
ど
も

あ
り
、
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
で
求
め
ら
れ
る
幅
広
い
国
際

教
養
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を
修
得
し
た
後
、
留

学
や
海
外
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
臨
み
ま
す
。

　
「
現
在
、
留
学
先
と
し
て
北
米
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
ア

ジ
ア
、
オ
セ
ア
ニ
ア
の
大
学
と
協
定
を
結
ん
で
お
り
、

毎
年
協
定
校
の
数
を
増
や
し
て
い
ま
す
。
Ｓ
Ｉ
Ｅ
Ｐ
の

教
育
効
果
は
Ｉ
Ｅ
Ｌ
Ｔ
Ｓ
や
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｆ
Ｌ
な
ど
英
語
外

部
試
験
で
の
成
績
の
向
上
を
見
て
も
明
ら
か
で
す
」
と

杉
本
学
長
。
特
に
海
外
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
は
、
現

地
で
就
業
体
験
を
行
う
だ
け
で
な
く
、
企
業
研
究
や
語

学
研
修
な
ど
の
事
前
学
習
か
ら
企
業
担
当
者
に
向
け
た

事
後
報
告
会
ま
で
、
約
８
カ
月
を
か
け
て
語
学
力
と
就

業
力
を
養
っ
て
い
き
ま
す
。

学
生
の
自
律
的
な
成
長
を
促
す

サ
ポ
ー
ト
活
動

自
治
自
律
を
重
ん
じ
る
校
風
を
象
徴
す
る
取

り
組
み
が
、
学
生
に
よ
る
学
生
の
た
め
の

サ
ポ
ー
タ
ー
活
動
。
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
の
研
修
を
受
け
た
学
生
が
学
習
の
悩
み
や
レ
ポ
ー
ト

作
成
な
ど
を
支
援
す
る
「
ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
」
は
Ｊ
Ａ

Ｓ
Ｓ
Ｏ
（
日
本
学
生
支
援
機
構
）
の
調
査
報
告
書
（※）

で

先
進
事
例
と
し
て
紹
介
さ
れ
る
な
ど
、
高
い
評
価
を
受

け
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
国
際
交
流
、
キ
ャ
リ
ア
、

バ
リ
ア
フ
リ
ー
、
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
、
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン

ス
な
ど
幅
広
い
分
野
で
学
生
が
活
躍
し
て
い
ま
す
。

民
俗
学
か
ら
ジ
ェ
ン
ダ
ー
問
題
、

治
療
的
司
法
ま
で
多
彩
な
研
究
拠
点

高
度
で
先
進
的
な
研
究
・
教
育
を
行
う
機
関

と
し
て
、
４
大
学
院
研
究
科
・
10
専
攻
に

加
え
、
日
本
民
俗
学
の
創
始
者
・
柳
田
國

男
の
蔵
書
を
中
心
に
約
10
万
冊
の
図
書
や
民
俗
資
料
を

所
蔵
す
る
「
民
俗
学
研
究
所
」
や
「
経
済
研
究
所
」

「
グ
ロ
ー
カ
ル
研
究
セ
ン
タ
ー
」「
国
際
編
集
文
献
学
研

究
セ
ン
タ
ー
」「
ス
ポ
ー
ツ
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
国
際

研
究
セ
ン
タ
ー
」、
日
本
初
の
「
治
療
的
司
法
研
究
セ

ン
タ
ー
」
が
多
彩
な
研
究
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

独
自
の
キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
で

生
涯
を
通
じ
た
「
就
業
力
」
を
育
成

 「
世

界
の
情
勢
を
見
て
も
、
私
た
ち
が
歴
史

上
の
大
転
換
期
の
真
っ
た
だ
中
に
い
る

こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
10
年
後
、

20
年
後
の
世
界
が
分
か
ら
な
い
現
代
に
お
い
て
は
、
知

識
や
ス
キ
ル
だ
け
で
な
く
、
多
様
な
人
々
と
対
話
し
、

課
題
を
解
決
す
る
能
力
が
求
め
ら
れ
ま
す
」
と
杉
本
学

長
。
成
城
大
学
で
は
、
地
域
の
現
場
で
課
題
を
学
び
、

解
決
策
を
考
え
る「
地
域
課
題
型
ス
タ
デ
ィ
ー
ツ
ア
ー
」

や
、
人
材
育
成
企
業
と
の
協
働
に
よ
る
キ
ャ
リ
ア
サ

ポ
ー
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
澤
柳
塾
」
を
開
講
。
こ
う
し
た

取
り
組
み
に
よ
り
、
企
業
の
人
事
担
当
者
に
よ
る
就
業

力
ラ
ン
キ
ン
グ
で
も
高
い
評
価
を
獲
得
し
て
い
ま
す
。

　
「
大
学
で
は
決
し
て
失
敗
を
恐
れ
ず
、
安
心
し
て
さ
ま

ざ
ま
な
経
験
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
よ
り
深
い
学
び
を
手

に
し
て
く
だ
さ
い
。
本
学
で
は
皆
さ
ん
が
成
長
す
る
た

め
に
ワ
ク
ワ
ク
し
て
学
べ
る
機
会
を
用
意
し
て
い
ま
す
」

と
杉
本
学
長
は
エ
ー
ル
を
送
っ
て
い
ま
す
。

（1） 澤柳政太郎（1865-1927）
　成城学園創立者。文部省の官僚であ
り、教育学者あるいは思想家としても
著名。大正自由教育運動で中心的役割
を果たす。文部次官のほか東北帝国大
学初代総長、京都帝国大学総長なども
歴任。文部省の局長時代には義務教育
の４年から６年への延長、小学校の教
科書の無償化を行うなど、わが国の教
育制度の整備に大きく貢献した。さら
に東北帝国大学総長在任時に、日本で
初めて、帝国大学への女子の入学を認
めたことでも知られる。

成城大学
〒157-8511　東京都世田谷区成城6-1-20
入学センター　TEL 03-3482-9100
https://www.seijo.ac.jp/

杉
すぎもとよしゆき

本義行学長
1983年東京大学大学院農学生命科学研
究科博士課程中退。農学博士（東京大学）。
千葉大学講師、成城大学経済学部教授、副
学長などを経て2022年より現職。

個性尊重と「学生中心主義」のもと、
伝統のゼミと充実の理数系・国際教育で
自分らしく社会に貢献する人材を育成

Seijo University

成城大学

　文部次官や東北・京都帝国大学総長などを歴任し、近代日本の教育制度の
礎を築いた澤柳政太郎博士（1）が、「本当の教育」を実践する実験校として
1917年に創立した成城学園。その建学の精神を受け継ぐ成城大学では、教
育・研究の柱である伝統のゼミナールをはじめ、人文・社会科学系大学とし
て先駆的に導入したデータサイエンス科目群や独自の国際教育プログラム
「SIEP（2）」など、学習者本位の教育を展開しています。
　体験的な学びと学生の自治・自律を尊重する風土のもと、一人ひとりの個
性を育み、卒業後は自分らしさを生かしつつ、多様な人々と協働しながら社
会に貢献できる人材を育成しています。

大学HP

SU
MMARY

（2） 成城国際教育プログラム
（SIEP）

　「Seijo International Education 
Program」の略。世界共通言語であ
る英語により、グローバル社会で求め
られる幅広い教養や知識、コミュニ
ケーション能力を身につけ、海外留学・
海外インターンシップを目指す。

2028年完成予定の「学びの拠点」新校舎10号館PICK UP

2028年完成予定の新10号館は「個性尊重」の理念
を体現する新たな学びの拠点です。キャンパスの
中心に位置し、大学生はもちろん、幼稚園から初
等学校、中学校高等学校まで、成城生が日常的に
交流する開放的な空間となります。4学部4研究科
をはじめ、世代や分野を越えた多様な発想が交わ

る場を目指し、大小さまざまなラーニングコモン
ズを整備。学修・発表・議論・交流が自然に連鎖
する環境により、学生の主体的な学びを促進します。
さらに、豊かな自然と調和した外観デザインと環
境に配慮した設計を採り入れ、これからの学校施
設のあり方をリードする「Place」を目指します。

（※）2021年度および2023年度
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